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9 月 17 日幕張メッセで開催された、エコメッセ 2012in ちばに出展いたしました。パン

フレットや開催行事の紹介パネル、水田で育てた稲 5 種、和綿（わめん）などを展示しまし

た。一緒に連れて行ったテンとキョンはく製も大人気で、来場者の方々が足を止めて興味

深げにさわっていました。 

次回は、10 月 14 日にいすみ市の岬公民館で開催される「いすみエコ・フェスタ」に出

展いたします。お近くの方はぜひ、ご来場ください。 



千葉県いすみ環境と文化のさとセンター 

2 

さとのかぜ No.181号 

平成 24年の米つくり
まだまだ肌寒い 2月 24日今年の米作りの一

歩である田起しをトラクターで行い、3月の下

旬に保水のためのくろ（畔）つくりであるく

ろ切り、くろ寄せ、くろぬりに鋤をふるった。

くろつくり

はセンター

の田んぼ作

りで一番の

重労働であ

る。 

4 月の上

旬に耕運機

で荒代かけ

を実施し、田植に合わせて中旬に施肥と植え

代かけを行った。植え代かけは、田んぼの床

土を均一に平らにして、水の管理を良くし稲

が均一に育つように行うものである。 

4月 29日、快晴、気温 23.5℃、北北西の風

2m、市内、東京、千葉市や、近隣の市町村か

ら大人 28名、子供 23名、協力者 4名、職員 6

名、総勢 61 名で約 10.2 アールの田んぼにコ

シヒカリ

を植え付

けた。慣

れた手つ

き の リ

ピーター

の方や慎

重に行う

初めての人、子供たちは泥んこになりながら

と賑やかな田植となった。今年の作付けは、

コシヒカリ、月見もち、京都神力（きょうと

しんりき）、古代米のアクネモチとミトラズの

5 種類で、作付面積は約 17 アール、苗つくり

は JAいすみ農協や協力者にお願いした。 

田植以降は水の管理が大切になるため毎日

田んぼを巡視し、水を切らさないように注意

しているが、これを邪魔する奴が必ず現れて

くろに穴をあけて水を逃がしてしまう、この

邪魔者であるアメリカザリガニはセンターで

は子供に一番の人気者でもある。これには「い

やはや」である。またもう一つの邪魔者は雑

草で、センターの田んぼではオモダカとコナ

ギである。オモダカは葉が矢尻型で、先端が

尖り、水面より高く出ているとことから「面

高」言われ、先端に白い花をつける。コナギ

は一年草で、茎が短く、花は青紫で繁殖性が

強く毎年除去に苦労する雑草である。 

  
また 5 月上旬頃からイネドロオイムシ（イ

ネクビボソハムシ）が現れ始めた。このムシ

は体長 3 ミリ程度で全身に泥を覆い葉に取り

付き養分を摂るため生育に大きな障害となっ

てしまった。7月に入りこれらの邪魔者の活動

がますます活発になり、雑草の除去には、職

員総出で手押し水田除草機を使用し取り組ん

だが根負けしてしまった。一方、昨年の冬か

ら月見モチの田を冬水田んぼとして水を張り

通したところ雑草が全く生えず新たな発見が

できた。数年前に合鴨農法を実践したがこの

時も農薬いらずの状態が見られた。 

連日の猛暑と雨なしの状態が続いたため例

年行っている中干しを短くし生育に影響が出

ないようにと対応し、稲刈りの 10日前に田ん

ぼのミノテ（田んぼの水出入口）の水止めを

開放し水切りを行った。 

9 月 1 日、晴、気温 29.6℃、南南西の風 1．

5m、市内、東京、

千葉市や近隣

の市町村から

大人 19 名、子

供 13 名、協力

者 4名、職員 5

名、総勢 41 名

での稲刈りが

行われた。開始直後は雨に降られたが、ほど

なく止み、猛暑続きで熱中症等を心配しつつ、

汗だくになりながら約 4 アールのコシヒカリ

を刈り取りとった。刈りとり後はオダカケ体

験やコンバイン試乗体験も実施した。最後に、

古農具である千歯扱き、足踏み脱穀機と唐箕

の使用方法ついて体験していただいた。 

オモダカ コナギ 
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表 世界の森林面積（FAO 資料より) 

地域 2010年の森林面積 平均変化 

森林面積 

1000ha 

割合 

% 

1990-2000 

1000ha 

 

% 

2000-2010 

1000ha 

 

% 

アフリカ 674,419 23 -4,067 -0.6 -3,414 -0.5 

アジア 592,512 19 -595 -0.1 2,235 0.4 

ヨーロッパ 1,005,001 45 877 0.1 676 0.1 

中・北米・カリブ 705,393 33 -289 0.0 -10 0.0 

南米 864,351 49 -4,213 -0.5 -3,997 -0.5 

オセアニア 191,384 23 -36 0.0 -700 -0.4 

世界 4,033,060 31 -8,323 -0.2 -5,211 -0.1 

 

籾（もみ）の乾燥は、今年はコシヒカリ、

月見モチの両方とも

天日干しで行った。

脱穀した籾をムシロ

に広げ、一日数回「天

地返し」と呼ばれる

道具を使い、名の通

り天地を返して乾燥

をした。 

9 月 11 日協力者の家で籾摺りを行ったが、

コシヒカリの収穫量は 278.5 ㎏で昨年より

167㎏の減収となってしまった。原因は雑草に

負け分けつが出来なかったことと、イネドロ

オイムシの害が大きな要因であったと考えて

いる。雑草がほとんど見られなかった月見モ

チは、昨年より 10㎏の増収となった。 

センターでは米の収穫よりもわらのほうが

利用価値が高く、わらをきれいに採ることが

大事となっている。コシヒカリの他は早や刈

りを行い、わら本来の色を残すように乾燥に

気配りしている。京都神力のわらは主に年末

の行事のお飾り作り、わら細工や縄綯いの材

料として、アクネモチはわら細工、ミトラズ

は草履つくりの材料として用いる予定である。 

無農薬での米作りが如何に難しいかを思い

知らされた 8か月間であった。 

地球環境問題のいろいろ ⑫～森林資源～ 
一時期、日本が熱帯雨林の森林資源を買いあ

さり環境破壊をしている、という話がありました。最

近はあまり聞かなくなりましたが、世界の森林の

状況はどうなっているのでしょうか。自然の木や森

は、時間が経てば成長するので、上手に利用し

てゆけば使い続けることのできるはやり言葉の

“再生可能”な資源です。 

FAO（国連食糧農業機関）の統計によれば、

2010 年時点における世界の森林面積は約 40 億

ha、これは地球の陸地の約 1/3 が森林であること

を意味しています。しかし、世界の森林は減少の

一途をたどっています。減少のスピードこそ 1990

年代と比較して緩やかになったもの、2000 年代

になってからも毎年 500 万 ha 以上の森林が地上

から失われ続けています。 

森林減少の主な原因は、農地などへの転換、

燃料としての利用、違法な伐採、森林火災などが

知られています。アフリカや南米などはまさにそ

の例でしょう。2000 年から 2010 年にかけての平

均変化では、アフリカではほとんどの国で森林面

積がマイナスです。減少が大きい国はニジェール、

タ ン ザ ニ ア 、 ジ ン バ ブ エ 、 コ ン ゴ な ど で

1,451ha/3,414ha となっています。南米で減少が

大きい国はブラジルで 2,642ha/3,997ha です。ア

ジアは増えていますが中国とインドで+4,847ha、

マイナスが大きな国はインドネシア、ミャンマー、

カンボジア、北朝鮮などとなっています。ちなみ

に日本は、ほんの少しづつ増えています。 

森林減少の様子を衛星写真で見てみましょう。 

 
写真１(NASA より) 

写真１はブラジルのロンドニナ州、左が 1975 年、

右が 2012 年の状況です。

フィッシュボーン（魚の骨）と

言われたのが 10 年前です。

道路ができ、その周りが畑、

果樹園、牧場などに開発され

ていきました。今では骨の形

すらも良くわからなくなってき

ています。 
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写真２はインドネシアのパプア州、左上が 1990

年 11 月、左下は 2000 年 10 月、右が 2002 年 10

月の状況です。パーム油のプランテーションによ

る開発の進行を写したものです。 

 
写真 2（UNEP より） 

必ずしも、日本が「森林資源を買いあさり・・」と

いう状況ではないことは理解できましたが、このよ

うな土地で生産される農産物のいくらかは、日本

に食料などとして輸入されているのも事実です。 

森林資源の直接的な動きである木材の輸入を

林業白書でみると、2008 年時点で丸太は北方林

と呼ばれる北米やロシア産で 3/4 近くを、製材で

はカナダとヨーロッパで 3/4 占めています。ただ、

合板はマレーシアとインドネシアからの輸入で

3/4 以上（1998 年は 2 か国で 90%）となっているこ

とから、熱帯林の減少に全くの責任が無いという

ことにはなりません。ちなみに国別でみると 2009

年から 2011 年の 3 年連続で中国が 1 位となって

います。 

 
図 木材自給率等の推移（木材輸入実績より） 

図の太い線に示されるように日本の木材自給

率は近年回復して 24%程度になり、同時に輸入

量も減少しています。なぜ輸入量が減少し国産

材が増えてきたのでしょうか。白書によれば、まず

輸入量が減少した要因として、景気の動向、住宅

着工戸数の減少、パルプ・チップ用材を原料とす

る紙・板紙の生産減少、合板材の国産材利用推

進などが挙げられています。さらに今後は人口の

減少に伴い、木材需要量は減少傾向が続くと見

込んでいます。逆に国産材が増えた要因として、

日本の森林のうち、約 1 千万 ha は戦後を中心に

造成されたスギ・ヒノキ等の人工林（センターの周

りも杉林が多い）です。そして木材として利用可

能なおおむね 50 年生以上の高齢級の人工林が

次第に増加しており、もう利用できる、という段階

の人工林が増えてきたからと分析しています。 

木材の輸入にあたって、世界では持続可能な

森林経営をしているところとの取引が求めら

れています。持続可能な森林経営の基準の一つ

として 1995 年のモントリオール・プロセスは下記

の通りとなっています。 

基準 1:生物多様性の保全 

基準 2:森林生態系の生産力の維持 

基準 3:森林生態系の健全性と活力の維持 

基準 4:土壌及び水資源の保全と維持 

基準 5:地球的炭素循環への森林の寄与の維持 

基準 6:社会・経済的便益の維持および増進 

基準 7:法的、制度的及び経済的枠組 

森林認証制度は、これらの基準や指標に従っ

て森林が基準通りに管理され

ていることを第三者機関が評

価・認証する制度で、森林管

理の認証（FM 認証 Forest 

Management）や加工・流通過

程の管 理認証 （COC 認証

Chain of Custody）が知られて

います。代表的な制度として、環境保護団体、木

材関連企業及び先住民団体が設立したＦＳＣ

（Forest Stewardship Council、森林管理協議会）

森林認証制度があります。 

現在、いろいろなところで目にするようになった

このようなロゴ、私たちも木製品やコピー紙の購

入にあたって、森林保護に寄与している製品を

使ってみてはいかがでしょうか。 

 

[出典] 
1. State of the World’s Forests 2011（FAO） 

2. Earth Observatory (NASA) 

3. Global Resource Information Database(UNEP) 

4. 平成 22 年度 森林・林業白書（林野庁） 

5. 2011 年木材輸入実績（林野庁） 

6. http://www.fsc.org 
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センターの畑(やっかいな害虫)
当センターの田畑は、無農薬を前提に作物を

栽培しています。野菜作りをされた事のある方は

経験済みと思いますが、植えた苗が虫の食害等

により枯れてしまったり、生育不良になったりした

ものもあったのではないでしょうか、センターでも

同様の事が必ず起きます。畑には、色々な虫が

たむろしていますが、特にやっかいな害虫 2 種を

紹介します。 

まずは、通称「根切り虫」と呼ばれる、カブラヤ

ガやヨトウガの幼虫です。これが一番の困り者、

何故か？それは、昼間は土中に潜んでいて姿が

見えず、夜間に活動するからです。前日までスク

スクと生長していた野菜が、翌日は葉が萎れてい

る。根元の茎を良く見ると茎のまわりが食害にあ

い芯だけが残っている。こうなると生長が遅れたり

枯れたりしてしまいます。根元を見ても根切り虫の

姿は見えない、さてどうするか？根切り虫は食害

にあった野菜の根のまわりの土中に潜んでいるこ

ともあるので、数㎝土を掘り返し探します。食害に

あった直後であれば見つけることもできますが、

時間が経ってからでは見つけられません、他の

場所へ移動してしまうようです。ですから苗が大き

くなるまでは毎日のパトロールが必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次はアブラムシです。下の写真はそら豆に付

いたアブラムシです。小さくて幹などにたくさん付

くので手では取りきれません(セスジスズメやアオ

ムシ等の幼虫は手で捕え駆除しています)。幹に

アブラムシとアリとナナホシテントウが一緒にいる

ところを見ることもあります。アブラムシとアリは共

生、アブラムシの天敵はナナホシテントウというこ

とで理科の教科書を見ているようです。アブラム

シの付いたソラマメは生長が止まり、逆に小さく縮

んでしまいます。畑にはナナホシテントウの数も

少なく放っておくと、どんどんアブラムシが増えて

しまいますが、成り行き任せにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常々、”益虫のナナホシテントウだけ増えてくれな

いかなー”と思っていましたが、思っていたことが

近畿中国四国農業センターで実現したようです。

2012 年 6 月 29 日朝日新聞の天声人語欄に以下

の事が掲載されていましたので、転載させていた

だきました。以下の「」内が本文です「害虫退治に

天敵を使う〈生物農薬〉の発想は前からある。ただ、

肝心の益虫が作物に居ついてくれないと始まら

ない。テントウムシも移動させない工夫が必要

だった。近畿中国四国農業センターなどはナミテ

ントウという種類から飛ぶ力の弱い個体を選び交

配を続けた。30 代目あたりで、どれもトコトコ歩く

だけになったという。試しに畑やハウス内に放つ

と、アブラムシの増殖が抑えられた。飛ばない性

質は子に継がれる。幼虫も大食らいで、代々住

み込みで働いてもらえば効果は大きい。ごく狭い

土地で生を終えるため、生態系への影響も限ら

れるという。農家には朗報、駆除される側にはと

んだ発明である・･･････」こんなふうになったらい

いなと思っている事って、思っているようになるも

のですね。

芯の残った茎 

根切り虫と呼ばれるカブラヤガの幼虫 

アブラムシ 

ナナホシテントウ幼虫 

ナナホシテントウ 
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■夷隅川流域よもやま話―その 10・海の話①― 

 房総半島の東側には、太平洋が広がってい

ます。勝浦の夷隅川源流から流れ出た水も最

後には、この海へと注いでいます。夷隅川流

域の陸地に接する海には、いすみ根(器械根)

と呼ばれる暗礁群が広がり、外房でも特徴的

な事柄が生まれています。今回は、海にかか

わる話を取り上げます。 

・海流と海底地形、外房の海 

 房総半島の南から東には、黒潮が流れてい

ます。黒潮は、東シナ海から北上し、日本の

南岸に沿って流れる温かい海流です。早いと

ころでは、速さは 2.0m/毎秒になり、幅は 100km

にも及びます。銚子のあたりで東に向かいま

す。また千島列島から南下する北からの親潮

は、冷たく養分が豊富で、速さは早いところ

で 0.5m/毎秒と約 1/4です。黒潮に比べ深い流

れなので、量は変わらないことがわかってき

ました。海流の流れる場所はその年や季節に

よって常に変化しています。暖流と寒流のぶ

つかるところは、銚子沖から三陸沖のあたり

で、季節とともに動きながら混じり合ってい

ます。この日本東方の混合域では栄養が豊富

な親潮と、水温の暖かい黒潮が混じっている

ために、エサとなるプランクトンが大量に発

生増殖するため、プランクトンを食べる魚が

集まり、世界有数の良い漁場になっています。 

 
気象庁 気象の知識-海洋-海流の知識- 

ちなみに、世界の三大漁場として知られる

のは日本近海，北海，グランド･バンクス

(ニューファンドランド近海)で、それらは主

として大陸棚上に位置しています。 

海底地形を見ると日本列島のまわりには水

深のとても深い海溝があり、それまでの間が

大陸棚になっています。深さ約 140mという大

陸棚の成因は、海水面昇降と地球規模のプ

レート構造運動との和であるといわれます。

氷河が最も発達した約 1.8 万年前のウルム氷

期の時代に

大陸棚外縁

がつくられ

ました。この

時代には、こ

の大陸棚の

端が海岸線

だったので

す。 

 大陸棚の

海は、栄養塩

に恵まれて

いるといわれています。陸からの養分の供給、

波・潮汐による鉛直混合、表層との水温差か

ら生じる対流、光合成層の深さが海底に達す

ることなどが栄養に恵まれている原因です。 

 

 
 表層地質図を見ると、房総半島では南にい

くほど古い地質になっています。夷隅川流域

では、南から勝浦層、浪花層、大原層、黄和

田層、太田代層があります。海岸では、夷隅

川河口北側から大原漁港付近までが砂浜、大

原漁港南から岩の海岸である磯になりますが、

軟らかい砂岩・泥岩からできています。さら

千葉県の表層地質図 

 

日本列島外周の海底地形 
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に南の勝浦では、硬い岩の磯になり、見られ

る海の生きものも変わってきます。 

 房総半島南の海底地形図を見ると、夷隅川

河口北側の太東あたりまでが遠浅の砂浜であ

り、水深 40mのラインが陸から約 20km離れて

続いています。太東から大原、岩舟までの海

の中に、いすみ市とほぼ同じ広さで水深 20m

前後の暗礁、細かな谷が平行にたくさん連続

する地形があります。岩和田、勝浦では、水

深 40m のラインは陸から約 4km の距離と近づ

いています。 

 
南房総の海底地形 

この暗礁群には、高さ 1～2m のカジメの森

が一面に形成されており、とても多様な生き

物たちが暮らしている場所となっていること

がわかってきました。 

・千葉県の水産業の現在 

銚子漁港は、焼津に次いで日本第二の港と

して知られ、イセエビの水揚げは、三重県と

日本一、二を競うことで知られています。 

千葉県経済を100とすると、農林水産業は

1.2%、その

中で水産

業 は 0.1%

です(平成

21年)。 

平 成 22 

年の海面

漁業・養殖

業生産量

は 、

178,131ｔ(前年比14.4%減、3 万ｔ減)で全国

第9 位（前年5 位）、生産額は約283 億円（前

年比5.5%減、16 億円減）で全国16 位になっ

ています。(千葉県農林水産業の動向)。 

近年の千葉県における第一次産業、とりわ

け水産業への就業人口割合は少なく、減少傾

向は続いています。 

表・第一次産業就業人口割合の推移 

年 第一次産業 うち漁家 うち農家 

昭50 14.2% 0.9% 13.3% 

平7 4.6% 0.9% 13.3% 

平22 3.1% 0.2% 2.7% 

千葉県水産物の全国での順位を魚種別に見

ると、イセエビ、カタクチイワシ、スズキ類、コ

ノシロが第一位で、マイワシが第二位、アワビ

類、フナが第三位で、その特徴を示しています。 
表・千葉県水産物の全国ランキング(平成22年) 

 
「漁業資源は有限である」という意識は、最近

になって、世界的にも少しだけ浸透してきました。 

千葉県でも、「栽培漁業」という考えのもと、

県水産総合研究センター種苗生産研究所(勝

浦)などで、稚魚(種苗)を生産して自然の海に

放流する、中間育成が行われています(ヒラメ、

マダイ、クルマエビ、アワビ、アユなど)。県

立海の博物館、(財)海洋生物環境研究所でも、

海洋生態系の研究が行われています。 
表・つくり育てる漁業の動向 

 
・水産業の歴史 

一般的に、外房で昔からの特徴的な漁法・魚・

水産品というと、沿岸漁業と地引網漁、カタクチイ

ワシ(地元ではセグロという)、乾鮑(かんぽう)、干鰯

(ほしか)・〆粕(しめかす)があげられます。 （続く） 
参考: 気象庁ホームページ 気象の知識-海洋-海流の知

識- 海上保安庁ホームページ 千葉県水産ハンドブッ

ク 農林水産業の動向 千葉県の歴史通史編 6 など 
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ナツアカネ 

コノシメトンボ 

ショウジョウトンボ 

夕焼け小焼けの赤とんぼ 
やっと夏の暑さも落ち着き、朝晩は秋めい

た涼しさがやってきました。その涼しさを感

じるころ、里山でその姿が目立つ生きものと

いえば、「赤とんぼ」ではないでしょうか。「赤

とんぼ」は日本人にとって、最もなじみ深い

トンボではないで

しょうか。では、

秋にその姿が目立

つ「赤とんぼ」、皆

さんはどれだけ

知っていますか。 

まず、「赤とんぼ」という名前ですが、正

確には「赤とんぼ」という名前が付いたトン

ボは存在しません。体色が赤くなるトンボを

まとめて私たちは「赤とんぼ」と呼んでいま

すが、いわば俗称なのです。少し学術的な話

をすると、トンボ科アカネ属のトンボが「赤

とんぼ」という括りでまとめられています。

アカネは「茜」で、アカネ属とは茜色のトン

ボの仲間ということです。ところが、このア

カネ属という括りで赤とんぼを見ると、赤い

体色なのに赤とんぼでは無い、赤くないのに

赤とんぼという不思議な事態がおこります。 

体色が真っ赤であるにもかかわらず、「赤

とんぼ」の仲間としてはじかれているトンボ

の中で、最も身近な「赤とんぼ」では無い赤

いトンボはショウジョウトンボです。トンボ

科ショウジョウトンボ属のショウジョウト

ンボのオスは、成熟すると体色が真っ赤に染

まります。それは、「赤とんぼ」の中の赤と

んぼと思われているであろう、アキアカネや

ナツアカネを超え

る色です。盛夏に池

や沼などでその姿

は観察できます。ナ

ツアカネやアキア

カネより早く色がつくので、盛夏に池や沼で

真っ赤なトンボを見かけたら、まずショウ

ジョウトンボの名が候補にあがります。ショ

ウジョウトンボを「赤とんぼ」呼ばずにいら

れる人は少ないことでしょう。 

一転、「赤とんぼ」の仲間とされる、トン

ボ科アカネ属のノシメトンは、赤く見えない

「赤とんぼ」です。翅の先が茶色く彩られ、

センターでは最もよく姿を見ることのでき

るトンボです。ノシメトンボのオスは成熟し

ても体色は、ほぼ茶色です。前記のショウ

ジョウトンボと比べると、その体色は赤から

ほど遠いのですが、

アカネ属に属するた

め「赤とんぼ」に含

まれのです。更に、

赤とんぼの色になるのはアカネ属でも、一部

を除き成熟したオスのみで、メスの体色の多

くは黄色がかった茶色になります。 

では、学術的な意味での赤とんぼはどのく

らいの種類がいるのでしょうか。日本産のト

ンボ科アカネ属のトンボは 21 種類。その中

で、千葉県にて確認されたトンボは、12種類

だそうです。更に、その中で 2010年から 2012

年にセンターで確認された種は8種となりま

す。 
表 千葉県で確認されたアカネ属 

ミヤマアカネ  × リスアカネ  ★ 

ナツアカネ  ★ ノシメトンボ  ★ 

アキアカネ  ★ コノシメトンボ  ★ 

マユタテアカネ  ★ ネキトンボ  

マイコアカネ  ★ キトンボ  × 

ヒメアカネ  ★ オオキトンボ  × 

上記表は、千葉県の自然誌（本編 6）に記

載されている、2000 年 12 月現在の千葉県内

で記録されていたトンボ（p334）の中から、

アカネ属を抜粋したものです。★印がセン

ターで確認された種です。そして、×印が付

いた種は、残念なことに2011年版千葉県レッ

トデータブック（RDB）動物編で絶滅とされ

たトンボです。 

絶滅の話をするときに出てくるのが、RDB

です。さとのかぜ 178号でも取り上げていま

すが、RDB とは絶滅のおそれのある野生生物

について記載したデータブックのことです。

1966 年に IUCN（国際自然保護連合）が中心

となって作成されたものに始まり、現在は各

国独自の RDBが存在します。日本でも、国（環

境省）とは別に 47都道府県ごとに独自の RDB

が存在します。千葉県で作成されたRDBは「千

葉県の保護上重要な野生生物」という名で動

物編、植物・菌類編の 2冊が発行されていま

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%B6%E6%BB%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/1966%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/IUCN
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アキアカネ 

す。本には、絶滅種や保護上重要な生物が記

載され、重要度によって A から D にカテゴ

リーされています。その情報は、約 10 年ご

とに見直されています。 

2000年発行千葉県 RDB動物編では、アカネ

属の絶滅種はオオキトンボの 1 種でしたが、

2011年発行のものでは、ミヤマアカネ、キト

ンボ 2 種が新たに絶滅したとされています。

また、保護上重要な種としてヒメアカネ、ネ

キトンボが A、リスアカネが B、コノシメト

ンボが D のカテゴリーに記載されています。

アカネ属以外のトンボでも絶滅したとされ

る種は増え、2000 年の RDB では絶滅は 3 種

だったのが、2011年版では 7種と倍増してい

ます。 

先に取り上げた千葉県 RDBには記載されて

いませんが、「赤とんぼ」の中で特に馴染み

のあるアキアカ

ネが、2000年ごろ

から急激に減少

しているという

報告が聞こえて

来るようになりました。原因は、稲の苗を育

てる箱に使用する殺虫剤や乾田化などいく

つかあるようです。童謡に歌われた馴染みの

ある存在がひっそりと姿を消していくのは

さみしいことだとは思いませんか。気が付い

た時には、アキアカネがレッドデータブック

に記載されていた！なんてことが起こらな

いようにしなければいけません。 

「赤とんぼ」の種類から、RDB へと話は進

みましたが、皆同じように見える赤いトンボ

にもそれぞれ違いがあります。「赤とんぼが

いるな」と、赤いトンボを眺めた後は、その

トンボについてもっと知ってみませんか。今

回の記事では省いてしまいましたが、それぞ

れ好む環境が少しずつ違うので、種数が多け

れば近くに多様な環境があるという事を知

るものさしにもなります。そういった細かい

ことが知りたくなったら、身の回りにいる赤

いトンボぜひ調べてみて下さい。 

トンボのカラー写真は、HP に UP されてい

るさとのかぜ、センター日誌にて多数ご覧い

ただけます。トンボ調べの初めの一歩には、

新井裕著『トンボ入門』がおすすめです。 

≪ 行事報告 ≫ 
7月 21日 海辺の植物観察 

 

大人 5 名、小人 2 名、計 7 名の参加がありました。

センターに集合した時にはまだ雨が降っていなかった

のですが、観察地の夷隅川河口干潟周辺に近づくにつ

れて、雨が降ってきました。一時はどうなることかと

思いましたが、20分ほどで雨もやみ観察会をおこなう

ことができました。 

ハマゴウ、ハマオモト、ハマヒルガオ、ハマニンニ

ク、ボタンボウフウ、スカシユリなど、海辺特有の植

物のほか、様々な植物が観察できました。 

7月 31日～ 

8月 4日 
ミニプログラム・スペシャルウィーク‘さとの夏遊び’ 

 

5日間で、74名の参加がありました。 

今年のメニューは、竹とんぼ作り、竹水でっぽう作

り、竹紙でっぽう作り、竹馬作り、牛乳パックでハガ

キ作り、水辺の生き物探検隊、トンボ探検隊でした。 

竹を削るのに刃物を使ったり、魚を捕まえるため水

路の中に入ったり、ハガキを乾かすためアイロンを

使ったりと、いつもとは違う体験も楽しめたようです。 

自分で作った竹とんぼや竹馬を持って、中庭で楽し

く遊びました。 
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8月 5日 小川の生き物を観察しよう 

 

大人 3 名、小人 1 名、計 4 名の参加がありました。 

今回生き物調べをする水路は、田んぼの排水路で、通

常は堰からオーバーフローした水が流れています。今回

は、観察会のために特別に水を流してもらいました。 

生き物の捕獲方法は、通称「ガサガサ」と呼ばれる、下

流に網を置き、上流から水底を蹴ったりガサガサ音を立て

たりしながら、追い込む方法です。メダカ、モツゴ、タイリク

バラタナゴ、ドジョウ、スジエビ、アメリカザリガニ、アメンボ、

シマアメンボ、マツモムシとたくさんの生き物が観察できま

した。 

8月 19日 夏の星座観察 

 

大人 10名、小人 13名、計 23名の参加がありました。

講師の方が変わり 4 回目の星座観察会でしたが、4 回

目にして初めて空がきれいに晴れました。まさに雲一

つない星空を、天体望遠鏡やフィールドスコープを

使って観察しました。 

残念ながら、その様子は写真に収められなかったの

ですが、土星の輪も夏の大三角形も天の川もはっきり

と見ることができ、大変好評でした。 

写真は観察会の時間に咲き始めたカラスウリです。 

8月 25日 トンボの沼のトンボを見に行こう 

 

大人 3名、小人 1名、計 4名の参加がありました。 

トンボの沼で、トンボの基礎知識や捕まえ方を学習

した後、実際に捕虫網を持って、トンボを捕まえまし

た。最初はうまく網に入らなかったのが、徐々にコツ

をつかみ、終わるころにはずいぶん上手にトンボを捕

まえられるようになりました。お目当てのチョウトン

ボも観察することができました。 
観察できたトンボ：ギンヤンマ、シオカラトンボ、コシアキ

トンボ、ノシメトンボ、ショウジョウトンボ、アジアイトトン

ボ、アオモンイトトンボ、チョウトンボ、計 8種類。 

9月 1日 米作り 2・稲刈り体験をしよう 

 

大人 19名、小人 13名、計 32名の参加がありました。

開始直後、突然の雨に降られ 30分ほど軒下に避難する

目にあいましたが、その後は晴天の中稲刈りが行えま

した。 

今年は、春先の天候不順と、雑草が茂ってしまった

ため、稲の生長はあまり良くはありませんでした。一

列ずつ並び、手で稲を刈りワラで束ねます。稲刈り後

は、千歯扱きや唐箕といった昔ながらの農機具の体験

をして終了となりました。 

☆行事内容やセンターの日常を、センター日誌（http://isumisato.exblog.jp/）にてご覧いただけます。 
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これからの行事案内 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月    （8 月 1 日から受付開始） 
 

●草木染め体験 

10 月 13 日（土）10:00～15:00 定員 20 名 雨天 14 日 

自分でデザインをして、シルクの布を自然の色で 

染めてみましょう 

参加費：1500 円（布、染料代） 

持物：剪定ばさみ、作業できる服装、弁当、飲物 

 

●竹かご教室（入門） ①②③④ 

10 月 20日、21 日、27 日、28日 各土・日 10:00～16:00 

全 4 回連続講座 定員 20 名 

竹取り、ひご作りから始めて 4 回終了までに完成させ 

ましょう。 

参加対象：高校生以上、全 4 回参加できる方 

通し参加費：1000 円 

持 物：竹用ナタ、竹ひきノコ、植木ばさみ、膝あて 

軍手、弁当、飲物 

 

 

 

1 月    (11 月 1 日から受付開始） 

 
●そば打ち体験 

1 月 19 日（土）10：00～14：00 定員 18 名 

 そばを自分で打って皆で味わいましょう。 

参加対象：中学生以上 

参加費：1000 円 

持ち物：ボウル（約 30cm）、割烹着、手ぬ

ぐい、タオル、寒くない服装 

 

●つるでかごを作ろう 

1 月 26 日（土）10：00～16：00 定員 20 名 

つるを使ってかご作りをします。 

山に入って自分でつるも取りに行きま 

す。 

参加対象：中学生以上 

持ち物：鎌、剪定バサミ、軍手、長靴、山に入れる服装、

雨具、弁当、飲料 

 

11 月    （9 月 1 日から受付開始） 
 

●米作り３・わら細工を作ろう 

11 月 3 日（土）10：00～15：00 定員 20 名 

収穫後のわらをつかって、作品をつくってみませんか 

参加対象：中学生以上 / 参加費：100 円 

持ち物：植木バサミ、座布団、寒くない服装、弁当、飲料 

 

■ 第 16回さとの文化祭 ■ 

小学生の作品をはじめとした様々な作品がセンターに

飾られます。ご鑑賞にいらして下さい。 

11 月 17 日（土）～25 日（日） 9：00～16：30 

※19 日月曜日は休館日です 

 

センターの新しい仲間紹介！ 

タガメの飼育展示始めました。 

タガメは、「水生昆虫 

の王様」とも称され  

る、コオイムシ科の  

日本最大の水生昆虫  

です。かつては田ん 

ぼを代表する昆虫で 

したが、近年その姿を

野生で見る機会は稀です（国の絶滅危惧Ⅱ類）。

減少の理由は、大規模に行われた農薬散布の影響

が大きいと考えられています。 

食性は肉食で、魚、カエル、水生昆虫など旺盛

に食べます。センターでは、主に魚を餌にしてい

ます。ぜひ会いに来てください。 

 

12 月  （10 月 1 日から受付開始） 
●竹かご教室（応用）①② 2 回連続講座  

12 月 1 日（土）2 日（日） 10：00～16：00 定員 10 名 

竹かごのいろいろな作り方を学びましょう 

対象：高校生以上、全 2 回参加できる方、 

竹ひごを作れる方 

参加費：500 円 

持ち物：竹用ナタ、竹ひきノコ、植木バサミ、膝あて、軍

手、弁当、飲料 

 

●米作り 4・もちつきをしよう 

12 月 15 日（土）10：00～14：00 定員 30 名 

雨天順延 16 日（日） 

つきたてのお餅を味わって、お正月の

丸餅を作りましょう。 

参加費：一家族 500 円 

 

●米作り５・おかざりを作ろう A－鳥居型編― 

12 月 22 日（土）9：00～12：00 定員 20 名 

わらを使って、お正月の鳥居形お飾りを作りましょう。初

心者向き。 

参加対象：中学生以上 

参加費：500 円 

持ち物：工作ばさみ、座布団、寒くない服装 

 

●米作り 5・おかざりを作ろう A―輪飾り編― 

12 月 23 日（日） ①9：00～12：00 ②13：00～16：00 

    2 回 各定員 20 名 

わらを使って、お正月のおかざり（輪

飾り）を作りましょう。 

参加対象：中学生以上 

参加費：500 円 

持ち物：工作バサミ、座布団、寒くない服装 
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ホトトギス／ユリ科 

 山地の半日陰や、湿り気のある崖などに生える多年草で

す。茎は直立、または垂れ下がり、30～100㎝となります。

葉の脇に 2～3個の花を上向きに咲かせます。 

 ホトトギスという名前は、白地の花びら（花被片）に紫

色の斑点模様が、野鳥のホトトギスの胸の模様にたとえて

つけられた名前です。 

 センターでは、10 月中旬ごろ林道でその花を見ること

ができます。野鳥のホトトギスは、8月を過ぎるとその声

を聞くのは稀ですが、花は秋が見ごろです。 

 

ジョウビタキ／ツグミ科 

 10 月ごろから冬鳥として日本に渡ってきます。明るい

林、農耕地を好み、市街地でもその姿は見られます。おじ

ぎをするように頭を下げ、尾を細かく振りながらヒッヒッ

ヒと澄んだ声で盛んに鳴いています。 

 センターでは、畑の東屋周辺でよく姿が見られます。他

の野鳥に比べると、人に対する警戒心は薄めなので、東屋

から梅の木を眺めていると、その姿を近くで観察できる時

があります。 

 写真はメスで、オスは顔が黒く胸の色は鮮やかなオレン

ジ色です。翌年 3月ごろまで姿を見ることができます。 
 

 
 

 

 

 

いすみ楊枝 ―千葉県伝統工芸品― 

センターでは、「いすみ楊枝」を県内外に広く紹介す

るため、毎月高木守人氏に実演をお願いしています。 

日 時 毎月第 3 日曜日(9：30～16：00) 

場 所 ネイチャーセンター 

講 師 高木守人 氏 

参加料 材料費など実費いただきます 

内 容 楊枝・花入れ・茶杓作り など 

編集後記 
今月号も発行が遅れてしまいました。原稿

は職員が書いているので、日々の業務に追
われ気が付くと発行日が目前。それから書き
出すと、あっという間に時間切れですね。 

最近のニュースでよく聞くテーマに日中関
係があります。今回の地球環境の話題でも、
木材輸入先の最も多い国として挙げられてい
ました。トンボの話題で紹介されたショウジョウ
トンボ属やアカネ属のトンボも世界の広い場
所で生息しているそうです。当然、中国にも生
息しています。いろいろなところで関係しあっ
ているのです。SF スタートレックの世界では地
球は一つの国家となり、人類は争いを克服し
た姿で描かれています。そのような世界が早
く来れば良いですね。           所長 

 

◆ ◆ ◆ 利用案内 ◆ ◆ ◆ 
休 館 日：毎週月曜日(月曜日が祝日の場合はその翌日)、12 月 29 日～翌年 1 月 3 日 

開館時間：9：00～16：30、入館料：無料 

※当施設のご案内や解説などを希望される団体は、2 週間前までにお申し込み下さい。 

行事への参加申し込み、お問い合わせは、電話（0470-86-5251）、ファックス（0470-86-5252）、または、直接セン

ター事務室にお申し出下さい。定員のあるものについては、定員になり次第締め切らせていただきます。あらかじ

めご了承下さい。全ての行事はネイチャーセンターに一度集合してから移動します。 

＊e メール可（メールアドレス：senta-sato@isumi-sato.com（すべて半角小文字です） 

＊行事申し込み後、都合によりキャンセルする場合は必ず早めにセンターまでご連絡下さい。 


